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中小型船の建造需要予測について 

 

 

 

  鉄道建設・運輸施設整備支援機構が行う中小造船業の構造転換業務にかかる納付金率

を決定するにあたり、中小型船の建造需要を内航船（一般貨物船、自動車専用船、砂利・

砂・石材運搬船、セメント専用船、油送船、特殊タンク船、コンテナ/RORO 船、曳船・

押船、客船、台船）、近海船・輸出船、漁船について、将来の建造量を予測した。 

予測の手法は以下のとおりである。 

 

 ＜予測の手法（作業の流れ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）国内ＧＤＰの将来見通し 

（２）主要品目の将来見通し 

（３）内航船輸送量の予測（トンキロ） 

（４）輸送効率の予測 （５）過剰率 

（６）内航船の必要船腹量の予測 

（7）廃船量の予測 

（８）内航船の建造需要予測 

（９）内航船全体に占める 100 トン以上 

5000 トン未満の船舶のシェア 

（１０）100 トン以上 5000 トン未満の内航船の建造需要予測 

（１１）漁船及び近海船・輸出船の建造需要見込み 

（１２）中小型新造船建造需要予測 
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